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  令和４年１０月１１日（火曜日）  午前１０時 開会 

 

    ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～    

議事日程第１号 

    令和４年１０月１１日（火曜日）午前１０時 開議 

 

日程第 １ 諸般の報告 

日程第 ２ 会議録署名議員の指名 

日程第 ３ 会期決定 

日程第 ４ 議第５２号 令和４年度上山市一般会計補正予算（第６号） 

日程第 ５ 報告第７号 損害賠償の額の決定についての専決処分の報告について 

    （閉  会） 
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開  会 

 

○長澤長右衛門議長 去る１０月４日告示にな

りました第５２６回臨時会をただいまから開会

いたします。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

開  議 

 

○長澤長右衛門議長 出席議員は定足数に達し

ておりますので、これより直ちに会議を開きま

す。 

 本日の会議は、お手元に配付いたしておりま
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す議事日程第１号によって進めます。 

 初めに、今期臨時会の運営について議会運営

委員長の報告を求めます。 

 議会運営委員長髙橋義明議員。 

〔髙橋義明議会運営委員長 登壇〕 

○髙橋義明議会運営委員長 おはようございま

す。 

 去る１０月６日、議会運営委員会を開き、今

期臨時会の日程について協議いたしました。そ

の結果について御報告申し上げます。 

 初めに、会期でありますが、提出議案等を勘

案した結果、本日１日とすることにいたしまし

た。 

 次に、議事日程第１号について申し上げます。 

 提出されております議案は、予算議案１件で

ありますが、提案理由の説明の後、委員会付託

を省略して議決することにいたしました。最後

に専決処分の報告を受け、本日は以上をもって

閉会することにいたしました。 

 なお、会期日程及び議事日程の詳細は、各位

のお手元に配付のとおりであります。 

 議員各位の御協力をお願い申し上げ、以上で

報告を終わります。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

日程第１ 諸般の報告 

 

○長澤長右衛門議長 日程第１、諸般の報告で

ありますが、事務局長より報告いたします。 

 事務局長。 

〔金沢直之事務局長 登壇〕 

○金沢直之事務局長 諸般の報告を申し上げま

す。 

 第１、招集告示について 

 去る１０月４日、上山市告示第２１５号によ

って、令和４年１０月１１日、上山市議会第５

２６回臨時会を招集する旨、告示されました。 

 第２、出席要求について 

 令和４年１０月４日、議第２３８号をもって、

地方自治法第１２１条の規定により、市長ほか

各関係機関に第５２６回臨時会に出席するよう

要求いたしました。 

 これに対し、各関係機関より回報を受理して

おります。 

 第３、会議出欠議員数について 

    議 員 定 数   １５人 

    現在出席議員数   １５人 

 以上で報告を終わります。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

日程第２ 会議録署名議員の指名 

 

○長澤長右衛門議長 日程第２、会議録署名議

員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定

により、議長において 

  ２番 石 山 正 明  議員 

  ５番 髙 橋 要 市  議員 

  ９番 川 口   豊  議員 

を指名いたします。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

日程第３ 会期決定 

 

○長澤長右衛門議長 日程第３、会期決定の件

を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 今期臨時会の会期は、先ほどの議会運営委員

長報告のとおり本日１日といたしたいと思いま

すが、これに御異議ありませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、会期は本日１日と決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 日程第４ 議第５２号 令和４年度 

      上山市一般会計補正予算 

      （第６号） 

 

○長澤長右衛門議長 日程第４、議第５２号令

和４年度上山市一般会計補正予算（第６号）を

議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。市長。 

〔横戸長兵衛市長 登壇〕 

○横戸長兵衛市長 ただいま議題となりました

議案について御説明申し上げます。 

 議第５２号令和４年度上山市一般会計補正予

算（第６号）についてでありますが、今回の補

正予算は、肥料価格の高騰対策に要する経費な

ど、早急に予算措置を必要とする経費について

計上するもので、歳入歳出それぞれ３，１００

万円を追加し、予算の総額を１９０億３，４０

０万円とするものであります。 

 繰越明許費につきましては、肥料価格の高騰

対策に要する経費の一部を、令和５年度に繰り

越して執行するものであります。 

 歳入につきましては、国庫支出金、県支出金、

繰入金をそれぞれ増額するものであります。 

 歳出につきましては、６款農林水産業費にお

いて、肥料価格の高騰対策に要する経費のほか、

ひょう害の影響を受けた農業者を支援する経費

を計上するものであります。また、県補助金の

内示を受け、農業生産施設整備等に要する経費

を計上するものであります。 

 なお、詳細につきましては、財政課長から説

明申し上げますので、よろしく御審議の上、御

可決くださいますようお願い申し上げます。 

○長澤長右衛門議長 財政課長。 

〔鈴木英夫財政課長 登壇〕 

○鈴木英夫財政課長 命によりまして、議第５

２号令和４年度上山市一般会計補正予算（第６

号）について御説明を申し上げます。 

 補正予算書の１ページをお開き願います。 

 令和４年度上山市の一般会計補正予算（第６

号）は、次に定めるところによるものでありま

す。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算

の総額に歳入歳出それぞれ３，１００万円を追

加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ

１９０億３，４００万円とするものであります。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及

び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は「第１表 歳入歳出予算補正」に

よるものであります。 

 繰越明許費の補正、第２条、繰越明許費の追

加は「第２表 繰越明許費補正」によるもので

あります。 

 次に、第１表 歳入歳出予算補正の説明でご

ざいますが、重複説明を避けるため、事項別明

細書により御説明申し上げます。 

 歳出から御説明いたしますので、１１ページ、

１２ページをお開き願います。 

 ６款農林水産業費１項２目農業総務費は１，

７００万円を追加し、補正後の額を１億３２７

万９，０００円とするものでありますが、農業

総務費で２つの補助事業を行うものであります。 

 １つは、肥料価格の高騰による農業経営への

影響を緩和するため、前年度から増加した肥料

費に対し支援するものであります。対象となる

のは、令和４年６月から令和５年５月に購入し
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た肥料であり、増加分に対して国が７０％、県

が１５％を支援し、市が残りの１５％を支援す

るもので、１，６５０万円を計上するものであ

ります。 

 ２つは、令和４年６月の降ひょうにより、農

産物に被害が発生したことから、被害の軽減、

拡大防止のため、農薬の購入費に対して支援す

るものであります。被害面積は約５０ヘクター

ル、被害作物は西洋ナシ、ブドウ、リンゴなど

で、農薬１回分の購入に対して、農薬購入費ま

たは基準単価の２分の１に相当する額を支援す

るもので、５０万円を計上するものであります。 

 ３目農業振興費は１，４００万円を追加し、

補正後の額を１億５，６２５万９，０００円と

するものでありますが、ブランド化推進事業費

で２つの補助事業を行うものであります。 

 １つは、国の産地生産基盤パワーアップ支援

事業を活用し、啓翁桜の出荷調整のための保温

ハウス資材の整備、暖房機等の機械導入を行う

事業者、並びにブドウ、サクランボの雨よけ資

材等の整備を行う事業者に対し、補助率国２分

の１の補助金１，１１５万円を計上するもので

あります。 

 ２つは、県の魅力（かち）ある園芸やまがた

所得向上支援事業に協調し、ブドウ、サクラン

ボの雨よけハウスなどの改修を行う事業者に対

し、補助率県９分の２、市９分の１、合わせて

３分の１の補助金２８５万円を計上するもので

あります。 

 以上で、歳出の説明を終わりまして、歳入の

説明を申し上げます。 

 前に戻りまして、９ページ、１０ページをお

開き願います。 

 最初に１５款国庫支出金２項１目総務費国庫

補助金は１，０００万円を追加し、補正後の額

を４億７２５万７，０００円とするものであり

ますが、肥料価格高騰に対する支援事業に充て

る新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時

交付金を増額計上するものであります。 

 １６款県支出金２項４目農林水産業費県補助

金は１，３０４万円を追加し、補正後の額を１

億７，５８５万３，０００円とするものであり

ますが、生産施設整備・機械導入等に対する産

地生産基盤パワーアップ事業費補助金、園芸用

ハウス等の改修に対する魅力（かち）ある園芸

やまがた所得向上支援事業費補助金を増額計上

するものであります。 

 １９款繰入金１項１目基金繰入金は７９６万

円を追加し、補正後の額を１２億４，２２４万

円とするものでありますが、財政調整基金取り

くずしを増額計上するものであります。 

 次に、第２表 繰越明許費補正について御説

明申し上げますので、前に戻りまして４ページ

をお開き願います。 

 ６款農林水産業費１項農業費で、農業総務費

の５００万円は肥料価格高騰に対する支援事業

の実施期間が令和５年度に及ぶため、繰り越す

ものであります。 

 以上で説明を終わりますが、よろしくお願い

いたします。 

○長澤長右衛門議長 １２番枝松直樹議員。 

○１２番 枝松直樹議員 この際、動議を提出

いたします。 

 ただいま議題となっております議第５２号議

案につきましては、会議規則第３７条第３項の

規定により、委員会の付託を省略されることを

望みます。 

〔「賛成」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 ただいま１２番枝松直樹

議員から委員会の付託を省略されたいとの動議
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が提出され、所定の賛成者がありますので、動

議は成立いたしました。 

 よって、本動議を直ちに議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本動議のとおり決することに御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第５２号議案については、委員会

の付託を省略されたいとの動議は可決されまし

た。 

 これより質疑に入ります。質疑は、歳入歳出、

繰越明許費を一括して行います。 

 質疑、発言を許します。川口豊議員。 

○９番 川口 豊議員 農業費、農業総務費に

ついて伺います。 

 先ほど説明ございましたが、円安等々の影響

を受けまして、昨今原材料費あるいは燃料費、

相当値上がりしております。あらゆる産業にお

いて大変困った状況になっています。中でも、

農業を営んでいる方が多い本市におきましては、

やはり肥料等は莫大な値上がりをしているとい

うふうに伺っておりますので、この支援につい

ては大変ありがたいというふうに思うところで

ありますが、令和４年、本年の６月から来年５

月までの支援ということで伺いましたけれども、

この支援の方法については、どういった形で実

際なさるのかについてお伺いいたします。 

○長澤長右衛門議長 農林夢づくり課長。 

○漆山 徹農林夢づくり課長 今回の肥料高騰

対策につきましては、国及び県の補助に合わせ

て市が上乗せして行うものでございますけれど

も、スケジュールといたしましては、秋肥分が

１０月までの購入分で、その後５月分購入分ま

でが春肥分という形で２つに分けまして支援を

していきたいと考えております。 

 申請の方法につきましては、農業者グループ

での申請を考えておりますが、こちらにつきま

しては、農協や肥料販売店など、５戸以上の農

家が集まるようなグループを想定しております

ので、そういった販売店に農家の方は御相談い

ただいて、肥料費の申請のほうについては、そ

ういったグループ単位での申請という形でお願

いするように考えておるところでございます。 

○長澤長右衛門議長 川口豊議員。 

○９番 川口 豊議員 グループでなくて単体

で買っている方の支援についてはどうなるんで

しょうか。 

○長澤長右衛門議長 農林夢づくり課長。 

○漆山 徹農林夢づくり課長 単体で買ってい

らっしゃる農家の方については、購入されてい

る肥料店に御相談いただいて、グループを組め

るか組めないかというところの判断をその肥料

店のほうでしていただくことになろうかと思い

ますが、そのような個人での申請は考えており

ません。 

○長澤長右衛門議長 川口豊議員。 

○９番 川口 豊議員 この支援について、今

出てきた話でありまして、６月まで遡ってとい

うふうな形になりますと、これ証明する方法、

例えば領収書あるいはレシートを添付というよ

うな形になると思いますが、それらがない場合

は、もう支援にならないというふうな、何か証

明が必要だと思いますけれども、大変な農家に

確実にこの支援が回るというふうな方法を取る

べきだと思うんですね。 

 その支援のほう非常に難しいなというふうな

感じを持っているんですが、せっかく支援する

わけですので、本当に困っている農家の方に確

実にこの支援が行き渡る方法を取るべきだと思
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いますけれども、それらの方法についてどのよ

うにお考えかお聞かせをお願いします。 

○長澤長右衛門議長 農林夢づくり課長。 

○漆山 徹農林夢づくり課長 既に購入されて

おります肥料につきましては、領収書または請

求書がない場合、注文票などの肥料店で控えて

いる書類などで確認をし、申請することができ

ますので、そのような対応を取ってまいりたい

と考えております。 

○長澤長右衛門議長 ほかに質疑はございませ

んか。石山正明議員。 

○２番 石山正明議員 同じく農業総務費につ

いてお伺いいたします。 

 国のほうで出しておる肥料価格高騰対策事業

という資料を拝見させていただきますと、表向

きは肥料価格の高騰による農業経営の影響緩和

のためということでございますが、ただ申請条

件として、農業者の皆様に記入いただくもの、

この中で化学肥料低減計画書というのを出さな

いと駄目だよというようなところがございます。 

 肥料高騰対策と言っておきながら、片や化学

肥料の低減計画を出せというのは、本来の肥料

高騰対策としての事業として矛盾するところが

あるのではないかと思いますが、その辺につい

てはどのようにお考えですか。 

○長澤長右衛門議長 農林夢づくり課長。 

○漆山 徹農林夢づくり課長 国のほうの肥料

価格高騰対策の考え方でございますが、こちら

につきましては、化学肥料の低減というものを

取り組んでいただくというようなことを前提と

しておりますので、２つ以上の低減の対策をし

ていただくというような形になりますけれども、

例えば堆肥を利用するですとか、土壌診断をし

ていただくとか、そういった部分で少しでも化

学肥料を少なく、今後の購入価格にもなってき

ますので、経費が少なく済むような対策をして

いただきたいというような考え方に基づきまし

て、支援するものでございます。 

○長澤長右衛門議長 石山正明議員。 

○２番 石山正明議員 その辺のところは大体

了解をさせていただきました。 

 次にですが、先ほど補助の割合として、国が

７０％で、県が１５％、市が１５％というよう

なお話がありました。また、農薬についても１

回分５０万円を出すというふうなことがござい

ましたが、これはあくまでも国のほうの政策を

受けての施策ということで考えてよろしいです

か。 

○長澤長右衛門議長 農林夢づくり課長。 

○漆山 徹農林夢づくり課長 肥料の価格高騰

対策については、国の対策に基づいて市が上乗

せする形を取ってまいりたいと考えております

が、農薬のほうにつきましては、降ひょう被害

に遭われた方に対しての支援になりますので、

市独自の支援として考えてまいりたいと思って

おります。 

○長澤長右衛門議長 石山正明議員。 

○２番 石山正明議員 農薬については、肥料

と同等にかなり高騰しておりまして、恐らく来

年の春からはさらに上がるだろうというような

農家の方が非常に困惑をしております。本市の

独自ということで、上乗せをしたということで

ございますが、本市が例えばふるさと納税、

ラ・フランスとかサクランボとかで、ふるさと

納税をたくさん頂いているということであれば、

１回だけではなくて、もう少し多めに市のほう

として独自にもっと上乗せするというようなお

考え、ちょっと話がずれて申し訳ないんですが、

そういう前向きな考えをしてやっていただきた

い。 
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 市長も常々からオンリーワンという政策でや

っていらっしゃいますけれども、オンリーワン

でなくても、プラスワン、何か１つ上乗せする

というような考え方で、上山市の施策というの

は特色を持った施策ができると思うので、その

辺について、常に前向きに検討していただきた

いと要望いたします。 

○長澤長右衛門議長 ほかに質疑はございませ

んか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 質疑はないものと認めま

す。 

 次に、討論に入ります。 

 通告がありませんので、討論はないものと認

めます。 

 よって、採決いたします。 

 議第５２号令和４年度上山市一般会計補正予

算（第６号）については、原案のとおり可決す

ることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第５２号議案は原案のとおり可決

することに決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 日程第５ 報告第７号 損害賠償の 

      額の決定についての専決 

      処分の報告について 

 

○長澤長右衛門議長 日程第５、報告第７号損

害賠償の額の決定についての専決処分の報告に

ついてを議題といたします。 

 報告を求めます。副市長。 

〔山本幸靖副市長 登壇〕 

○山本幸靖副市長 ただいま議題となりました

報告第７号損害賠償の額の決定についての専決

処分について御説明申し上げます。 

 令和４年８月１０日、午後４時３０分頃、上

山市南町地内において、損害賠償請求者が所有

する車両の一部が破損した事故で、これにより

生じた損害額７万４００円を賠償するため専決

処分を行ったものであります。 

 事故の内容につきましては、市有バスが駐車

するため後退した際に、駐車してある車両に接

触し一部破損したもので、これにより生じた損

害額を賠償するものです。 

 以上、地方自治法第１８０条第２項の規定に

より報告いたします。 

○長澤長右衛門議長 最後にお諮りいたします。 

 今期臨時会において議決されました議案の中

で、条項、字句、数字、その他整理を要するも

のにつきましては、その整理を議長に委任願い

たいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、条項、字句、数字、その他整理を要

するものにつきましては、議長に委任すること

に決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

        閉  会 

 

○長澤長右衛門議長 以上で今期臨時会の日程

の全部を終了いたしました。 

 これをもって第５２６回臨時会を閉会いたし

ます。 

 御苦労さまでした。 

    午前１０時２５分 閉 会 
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